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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

標準単位数が４単位の科目を２単位に減単位して実施しますので、教科書の前半の内容を学習します。 

物理基礎で学んだ範囲以外のより広い範囲について自然界で起こる現象を「物理の言葉」つまり物理用

語や記号で表すことによって、いろいろな応用ができるようになることを学びましょう。 

 

 

２．学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究

する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観

を育成する。特に物理基礎で学んだ直線運動での考え方を曲線運動に拡張できることや原子・分子の運

動のようなミクロな現象がマクロな現象と関連することなどを理解する。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 観察・実験の技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活で経験する現

象が物理学とどのよう

に関連するかに関心を

持ち、物理現象を積極

的に理解しようとす

る。 

物理現象を通して、科

学的な考え方を身につ

け、日常生活で体験す

る現象との関連を探

る。 

授業で行う実験・観察

だけでなく、日常生活

においても物理学との

関連を意識して身の回

りの出来事を観察す

る。 

保存則のような物理学

の基本的概念や原理・

法則、ミクロな現象が

マクロな現象の源にな

ることを理解し、科学

的な考え方を身につけ

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

探求活動の記録、発表 

 

 

 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

 

 

 

力

と

運

動 

 

平面内の運動 

 

 

○    ａ:日常経験する放物運動、大きさ 

 のある物体のつり合い、運動する 

 物体の勢いについて積極的に理 

 解しようとし、また円運動や単振 

 動で表せる現象を日常生活の中 

 に見いだそうとする。 

ｂ:防災などの観点から、物体の重 

 心、関連して物体が転倒しない条 

 件などについて理解する。 

ｃ:万有引力を人工衛星の軌道につ 

 いて関連させて理解できる。 

ｄ:運動量保存則、回転における力 

 のモーメントの働き、円運動にお 

 ける向心力の役割などを理解し 

 ている。 

学習状況 

ノート・練習

プリント 

探求活動 

観察・実験 

定期考査 

剛体 ○ 

 

○  ○ 

運動量 ○   ○ 

円運動と万有引力 

 

 

 

○  ○ ○ 

２
学
期 

 

 

熱

と

気

体 

気体のエネルギーと

状態変化 

○ ○ ○ ○ ａ:分子運動などのミクロな現象が 

 気体の状態を表すために日常着 

 目する圧力などのマクロな量と 

 関連することを理解しようとす 

 る。 

ｂ:理想気体の状態方程式が気体分 

 子の運動から導かれる 

ｃ:p－Ｖ図について理解できる。 

ｄ:気体の内部エネルギーについ 

 て、気体の分子運動と関連付けて 

 理解する。 

学習状況 

ノート・練習

プリント 

探求活動 

観察・実験 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
学
期 

波 

波の伝わり方  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

   ａ:音や光について波として捉え理 

 解する。 

ｂ:同じ波動現象でも、音と光の波 

 長の違いによる現れ方の差を理 

 解できる。 

ｃ:日常体験できるドップラー効果 

 にどのようなものがあるかを探  

 る。 

ｄ:波動としての光の扱い方を幾何 

 光学的扱いも含め理解する。 

学習状況 

ノート・練習

プリント 

探求活動 

観察・実験 

定期考査 光 ○ ○  ○ 

３
学
期 

音の伝わり方 ○ ○ ○  学習状況 

ノート・練習

プリント 

探求活動 

観察・実験 

定期考査 


